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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
サ イ ド ウ ォ ー ル 部 に 、 １ 以 上 の 標 章 を 有 す る 標 章 表 示 部 が 形 成 さ れ た タ イ ヤ で あ っ て 、
前 記 標 章 表 示 部 は 、 前 記 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 表 面 に 設 け ら れ る 基 準 面 と 、 こ の 基 準 面 に 形  
成 さ れ る 前 記 標 章 と を 具 え 、
前 記 標 章 は 、 そ の 表 面 が 前 記 基 準 面 に 対 し て タ イ ヤ 半 径 方 向 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 向 か っ  
て 高 さ が 増 加 す る 向 き に 傾 斜 し て お り 、
前 記 標 章 表 示 部 は 、 前 記 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 表 面 か ら 一 定 高 さ で 突 出 す る 台 座 部 を 具 え 、  
こ の 台 座 部 の 表 面 が 前 記 基 準 面 を 形 成 し て お り 、
前 記 標 章 の 表 面 の 前 記 基 準 面 か ら の 最 大 高 さ は 、 前 記 台 座 部 の 前 記 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 表  
面 か ら の 高 さ よ り も 大 で あ る 、
タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 標 章 の 表 面 は 、 タ イ ヤ 半 径 方 向 の 内 側 か ら 外 側 に 向 か っ て 高 さ が 増 加 す る 向 き に 傾 斜  
す る 請 求 項 １ 記 載 の タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 標 章 表 示 部 は 、 前 記 基 準 面 又 は 前 記 標 章 の 表 面 の 一 方 に 、 複 数 の 小 突 起 部 を 具 え た 請  
求 項 １ 又 は ２ 記 載 の タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 小 突 起 部 は 、 上 端 側 が 小 径 を な す 円 錐 台 状 突 起 で あ る 請 求 項 ３ 記 載 の タ イ ヤ 。

請求項の数　7　（全8頁）
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【 請 求 項 ５ 】
前 記 円 錐 台 状 突 起 は 、 最 大 太 さ が ５ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ m 、 突 出 高 さ が ５ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ m 、  
か つ 隣 り 合 う 円 錐 台 状 突 起 間 の 中 心 間 距 離 が ２ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ m で あ る 請 求 項 ４ 記 載 の  
タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 小 突 起 部 は 、 上 端 に 向 か っ て 厚 さ が 減 じ る 断 面 台 形 状 の 板 状 突 起 で あ り 、 互 い に 平 行  
又 は 非 平 行 で 配 さ れ る 請 求 項 ３ 記 載 の タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 板 状 突 起 は 、 最 大 厚 さ が ２ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ m 、 突 出 高 さ が ２ ０ ０ ～ ５ ０ ０ μ m 、 か つ  
隣 り 合 う 板 状 突 起 間 の 隙 間 が １ ０ ～ ８ ０ ０ μ m で あ る 請 求 項 ６ 記 載 の タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 に 設 け た 標 章 の 視 認 性 を 向 上 さ せ た タ イ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
タ イ ヤ の サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 表 面 に は 、 タ イ ヤ の メ ー カ 名 、 ブ ラ ン ド 名 、 サ イ ズ 等 を 表 す  
文 字 、 記 号 な ど で あ る 標 章 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 標 章 の 視 認 性 を 高 め る た め  
に 、 例 え ば 、 標 章 を サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 表 面 よ り も 一 段 高 く 形 成 す る と と も に 、 標 章 の 表  
面 に リ ッ ジ を 設 け る こ と な ど が 行 わ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 従 来 の 標 章 は 、 高 さ が 一 定 で あ る た め 、 例 え そ の 表 面 に リ ッ ジ を 形 成 し た 場  
合 に も 、 外 観 が 単 調 で あ り か つ コ ン ト ラ ス ト の 変 化 も 少 な い 。 そ の た め 視 認 性 を 十 分 に 高  
め る こ と は で き な か っ た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 平 ０ ９ － ８ ６ １ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 標 章 の 外 観 に 変 化 を 与 え て 意 匠 性 を 高 め る と と も に 、 標 章 の 表 面 と 基 準 面 と の  
間 の コ ン ト ラ ス ト に 大 き な 差 を も た ら し て 視 認 性 を 向 上 さ せ う る タ イ ヤ を 提 供 す る こ と を  
課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 に 、 １ 以 上 の 標 章 を 有 す る 標 章 表 示 部 が 形 成 さ れ た タ イ ヤ で  
あ っ て 、
前 記 標 章 表 示 部 は 、 前 記 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 表 面 に 設 け ら れ る 基 準 面 と 、 こ の 基 準 面 に 形  
成 さ れ る 前 記 標 章 と を 具 え 、
前 記 標 章 は 、 そ の 表 面 が 前 記 基 準 面 に 対 し て タ イ ヤ 半 径 方 向 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 向 か っ  
て 高 さ が 増 加 す る 向 き に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に 係 る タ イ ヤ で は 、 前 記 標 章 の 表 面 は 、 タ イ ヤ 半 径 方 向 の 内 側 か ら 外 側 に 向 か っ て  
高 さ が 増 加 す る 向 き に 傾 斜 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に 係 る タ イ ヤ で は 、 前 記 標 章 表 示 部 は 、 前 記 基 準 面 又 は 前 記 標 章 の 表 面 の 一 方 に 、  
複 数 の 小 突 起 部 を 具 え る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 係 る タ イ ヤ で は 、 前 記 小 突 起 部 は 、 上 端 側 が 小 径 を な す 円 錐 台 状 突 起 で あ っ て も  
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良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に 係 る タ イ ヤ で は 、 前 記 円 錐 台 状 突 起 は 、 最 大 太 さ が ５ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ m 、 突 出 高  
さ が ５ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ m 、 か つ 隣 り 合 う 円 錐 台 状 突 起 間 の 中 心 間 距 離 が ２ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０  
μ m で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に 係 る タ イ ヤ で は 、 前 記 小 突 起 部 は 、 上 端 に 向 か っ て 厚 さ が 減 じ る 断 面 台 形 状 の 板  
状 突 起 で あ り 、 互 い に 平 行 又 は 非 並 行 で 配 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に 係 る タ イ ヤ で は 、 前 記 板 状 突 起 は 、 最 大 厚 さ が ２ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ m 、 突 出 高 さ が  
２ ０ ０ ～ ５ ０ ０ μ m 、 か つ 隣 り 合 う 板 状 突 起 間 の 隙 間 が １ ０ ～ ８ ０ ０ μ m で あ る の が 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に 係 る タ イ ヤ で は 、 前 記 標 章 表 示 部 は 、 前 記 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 表 面 か ら 一 定 高 さ  
で 突 出 す る 台 座 部 を 具 え 、 こ の 台 座 部 の 表 面 が 前 記 基 準 面 を 形 成 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に 係 る タ イ ヤ で は 、 前 記 標 章 の 表 面 の 前 記 基 準 面 か ら の 最 大 高 さ は 、 前 記 台 座 部 の  
前 記 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 表 面 か ら の 高 さ よ り も 大 で あ る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 、 基 準 面 に 形 成 さ れ る 標 章 の 表 面 が 、 基 準 面 に 対 し て タ イ ヤ 半 径 方 向 に 傾 斜 し て  
い る 。 こ れ に よ り 標 章 の 外 観 に 変 化 を 与 え 、 意 匠 性 を 高 め う る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
又 標 章 の 表 面 が 傾 斜 す る こ と で 、 基 準 面 と の 間 で 光 の 反 射 の 仕 方 が 相 違 す る 。 そ の た め 、  
重 量 や 空 気 抵 抗 の 増 加 を 抑 え な が ら 、 標 章 の 立 体 感 を 強 調 さ せ る こ と が で き る 。 し か も タ  
イ ヤ 半 径 方 向 の 一 方 側 か ら 見 た 時 と 他 方 側 か ら 見 た 時 と で コ ン ト ラ ス ト に 大 き な 差 が 生 じ  
、 こ れ ら の 相 乗 効 果 に よ り 、 視 認 性 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の タ イ ヤ の 一 実 施 例 を 示 す 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 標 章 を 拡 大 し て 示 す 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 標 章 を 拡 大 し て 示 す 図 ２ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） は 小 突 起 部 が 円 錐 台 状 突 起 で あ る 場 合 の 配 列 状 態 を 示 す 部 分 平 面 図 、 （ Ｂ  
） は 円 錐 台 状 突 起 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 小 突 起 部 が 板 状 突 起 で あ る 場 合 の 配 列 状 態 を そ の 断 面 と と も に  
示 す 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の タ イ ヤ １ は 、 少 な く と も 一 方 の サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ に 、  
１ 以 上 の 標 章 表 示 部 ３ が 配 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
標 章 表 示 部 ３ は 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ の 表 面 ２ ｓ に 設 け ら れ る 基 準 面 Ｘ と 、 こ の 基 準 面 Ｘ  
に 形 成 さ れ る １ 以 上 の 標 章 ４ と を 具 え る 。 本 例 で は 、 標 章 表 示 部 ３ は 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部  
２ の 表 面 ２ ｓ か ら 一 定 の 高 さ Ｈ ５ で 段 差 状 に 突 出 す る 台 座 部 ５ を 具 え 、 こ の 台 座 部 ５ の 表  
面 ５ ｓ が 前 記 基 準 面 Ｘ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
標 章 ４ は 、 タ イ ヤ の メ ー カ 名 、 ブ ラ ン ド 名 、 サ イ ズ 等 を 表 す た め の 文 字 、 記 号 、 図 形 な ど  
で あ り 、 本 例 で は 、 基 準 面 Ｘ に 、 複 数 の 標 章 ４ か ら な る ブ ラ ン ド 名 が 形 成 さ れ て い る 場 合  
が 示 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ 、 ３ に 示 す よ う に 、 各 標 章 ４ の 表 面 ４ ｓ は 、 基 準 面 Ｘ に 対 し て タ イ ヤ 半 径 方 向 の 一 端  
側 か ら 他 端 側 に 向 か っ て 高 さ Ｈ が 増 加 す る 向 き に 傾 斜 し て い る 。 特 に 本 例 で は 、 前 記 表 面  
４ ｓ が 、 タ イ ヤ 半 径 方 向 の 内 側 か ら 外 側 に 向 か っ て 高 さ が 増 加 す る 向 き に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う に 標 章 ４ の 表 面 ４ ｓ が 、 基 準 面 Ｘ に 対 し て タ イ ヤ 半 径 方 向 に 傾 斜 す る こ と に よ り  
、 標 章 ４ の 外 観 に 変 化 を 与 え 、 意 匠 性 を 高 め る こ と が で き る 。 し か も 、 基 準 面 Ｘ と の 間 で  
光 の 反 射 の 仕 方 を 相 違 さ せ る と と も に 、 一 方 側 か ら 見 た 時 と 他 方 側 か ら 見 た 時 と で コ ン ト  
ラ ス ト に 大 き な 差 を も た ら す こ と が で き る 。 そ し て こ れ ら の 相 乗 効 果 に よ り 、 視 認 性 を 高  
め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 標 章 ４ の 表 面 ４ ｓ の 基 準 面 Ｘ か ら の 最 大 高 さ Ｈ m a x  は 、 台 座 部 ５ の サ  
イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ の 表 面 ２ ｓ か ら の 前 記 高 さ Ｈ ５ よ り も 大 で あ る の が 、 視 認 性 の 観 点 か ら  
好 ま し い 。 な お 標 章 ４ の 表 面 ４ ｓ の 基 準 面 Ｘ か ら の 最 小 高 さ Ｈ m i n  は 、 台 座 部 ５ の 前 記 高  
さ Ｈ ５ 以 下 で あ る の が 、 空 気 抵 抗 の 増 加 を 抑 え る 観 点 か ら 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
標 章 ４ の 表 面 ４ ｓ は 、 平 面 で あ る の が 好 ま し い が 、 例 え ば タ イ ヤ 半 径 方 向 に 円 弧 状 に 湾 曲  
し て の び る 曲 面 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
又 標 章 表 示 部 ３ で は 、 図 ４ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 基 準 面 Ｘ 又 は 標 章 ４ の 表 面 ４ ｓ  
の う ち の 一 方 の 面 Ｓ に 、 こ の 面 Ｓ か ら 突 出 す る 複 数 の 小 突 起 部 １ ５ を 具 え る こ と が 好 ま し  
い 。 本 例 で は 、 小 突 起 部 １ ５ が 、 上 端 側 が 小 径 を な す 円 錐 台 状 突 起 １ ６ で あ る 場 合 が 示 さ  
れ る 。 こ の 円 錐 台 状 突 起 １ ６ で は 、 最 大 太 さ Ｄ １ が ５ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ m 、 前 記 面 Ｓ か ら の  
突 出 高 さ Ｈ １ が ５ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ m 、 か つ 隣 り 合 う 小 突 起 部 １ ５ 、 １ ５ 間 の 中 心 間 距 離 Ｌ  
１ が ２ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ m で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う な 円 錐 台 状 突 起 １ ６ は 、 光 を 乱 反 射 さ せ 、 前 記 面 Ｓ （ 基 準 面 Ｘ 又 は 標 章 ４ の 表 面  
４ ｓ ） を 黒 く 見 せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 標 章 ４ の 輪 郭 形 状 を よ り 明 確 化 で き 、 標 章  
４ の 視 認 性 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 本 発 明 者 の 研 究 の 結 果 、 円 錐 台 状 突 起 １ ６ の 最  
大 太 さ Ｄ １ 、 突 出 高 さ Ｈ １ 、 及 び 中 心 間 距 離 Ｌ １ が 前 記 範 囲 を 外 れ る と 、 面 Ｓ が 光 の 反 射  
に よ っ て 白 っ ぽ く 見 え 、 標 章 ４ と 基 準 面 Ｘ と の コ ン ト ラ ス ト 差 が 減 じ る 傾 向 を 招 く 。 な お  
、 小 突 起 部 １ ５ が 円 錐 台 状 と す る こ と で 、 円 柱 状 に 比 し て 強 度 を 高 め つ つ 光 の 反 射 を さ ら  
に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 例 で は 円 錐 台 状 突 起 １ ６ が 、 碁 盤 目 状 に 配 列 す る 場 合 が 示 さ れ る が 、 千 鳥 状 の 配 列 で も  
良 く 、 又 中 心 間 距 離 Ｌ １ が 前 記 範 囲 を 満 た す な ら ば ラ ン ダ ム に 配 列 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 小 突 起 部 １ ５ の 他 の 例 を 示 す 。 本 例 で は 、 小 突 起 部 １  
５ が 、 上 端 に 向 か っ て 厚 さ が 減 じ る 断 面 台 形 状 の 板 状 突 起 １ ７ で る 場 合 が 示 さ れ る 。 板 状  
突 起 １ ７ は 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 互 い に 平 行 に 配 す る こ と も で き 、 又 図 ５ （ Ｂ ） に 示  
す よ う に 平 行 で な い 配 置 （ 非 並 行 ） で 配 す る こ と も で き る 。 こ の 板 状 突 起 １ ７ で は 、 最 大  
厚 さ Ｄ ２ が ２ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ m 、 突 出 高 さ Ｈ ２ が ２ ０ ０ ～ ５ ０ ０ μ m 、 か つ 隣 り 合 う 板 状  
突 起 間 の 隙 間 Ｌ ２ が １ ０ ～ ８ ０ ０ μ m で あ る の が 好 ま し い 。 な お 板 状 突 起 １ ７ が 非 平 行 で  
配 列 す る 場 合 に は 、 隙 間 Ｌ ２ の 最 大 値 Ｌ ２ m a x  と 最 小 値 Ｌ ２ m i n と の 平 均 値 が 前 記 １ ０ ～  
８ ０ ０ μ m の 範 囲 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の 板 状 突 起 １ ７ も 円 錐 台 状 突 起 １ ６ と 同 様 、 光 を 乱 反 射 さ せ 、 面 Ｓ （ 基 準 面 Ｘ 又 は 標 章  
４ の 表 面 ４ ｓ ） を 黒 く 見 せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 標 章 ４ の 輪 郭 形 状 を よ り 明 確 化 で  
き 、 標 章 ４ の 視 認 性 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 本 発 明 者 の 研 究 の 結 果 、 板 状 突 起 １ ７  
の 最 大 厚 さ Ｄ ２ 、 突 出 高 さ Ｈ ２ 、 及 び 隙 間 Ｌ ２ が 前 記 範 囲 を 外 れ る と 、 面 Ｓ が 光 の 反 射 に  
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よ っ て 白 っ ぽ く 見 え 、 標 章 ４ と 基 準 面 Ｘ と の コ ン ト ラ ス ト 差 が 減 じ る 傾 向 を 招 く 。 な お コ  
ン ト ラ ス ト の 観 点 か ら は 、 板 状 突 起 １ ７ が 非 平 行 で 配 列 す る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
標 章 表 示 部 ３ で は 、 台 座 部 ５ を 設 け る こ と な く 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ の 表 面 ２ ｓ に 標 章 ４  
を 直 接 に 形 成 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ の 表 面 ２ ｓ が 、 基 準 面 Ｘ  
を 構 成 す る 。 こ の と き 標 章 表 示 部 ３ を 他 の 領 域 と 区 別 す る た め 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ の 表  
面 ２ ｓ に 、 標 章 表 示 部 ３ の 周 囲 を 囲 む 小 高 さ の リ ブ な ど を 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 、 本 発 明 の 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 図 示 の 実 施 形 態 に 限  
定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 態 様 に 変 形 し て 実 施 し う る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 表 面 に 標 章 表 示 部 を 表 １ の 仕 様 で 形 成 し た タ イ ヤ を 試 作 し 、 標 章 の 視  
認 性 を 比 較 し た 。 台 座 部 の 高 さ Ｈ ５ は 、 各 タ イ ヤ と も 同 一 で あ り 、 又 標 章 の 台 座 部 の 表 面  
（ 基 準 面 Ｘ ） か ら の 高 さ Ｈ （ 標 章 の 表 面 が 傾 斜 す る 場 合 は 、 最 大 高 さ Ｈ m a x  ） は 、 各 タ イ  
ヤ と も 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
比 較 例 １ に お い て 、 標 章 は 、 台 座 部 か ら の 高 さ が 一 定 で あ る 。 実 施 例 ２ 、 ４ 、 ５ に お い て  
、 標 章 の 表 面 に 小 突 起 部 を 形 成 し て い る 。 実 施 例 ２ で は 、 小 突 起 部 は 円 錐 台 状 突 起 で あ り  
、 そ の 最 大 太 さ Ｄ １ は ３ ２ ０ μ m 、 突 出 高 さ Ｈ １ は ５ ０ ０ μ m 、 中 心 間 距 離 Ｌ １ は ４ ０ ０  
μ m で あ っ た 。 実 施 例 ４ 、 ５ で は 、 小 突 起 部 は 板 状 突 起 で あ り 、 そ の 最 大 厚 さ Ｄ ２ は １ ６  
０ μ m 、 突 出 高 さ Ｈ ２ は ２ ０ ０ μ m 、 隙 間 Ｌ ２ は ２ ０ ０ μ m で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
視 認 性 は 、 目 視 に よ る 官 能 評 価 に よ り 比 較 例 １ を １ ０ ０ と す る 指 数 で 評 価 し た 。 数 値 が 大  
な ほ ど 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ６ 】
表 １ の 如 く 実 施 例 は 、 標 章 の 視 認 性 に 優 れ て い る の が 確 認 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
１   タ イ ヤ
２   サ イ ド ウ ォ ー ル 部
２ ｓ   表 面
３   標 章 表 示 部
４   標 章
４ ｓ   表 面
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５   台 座 部
５ ｓ   表 面
１ ５   小 突 起 部
１ ６   円 錐 台 状 突 起
１ ７   板 状 突 起
Ｘ   基 準 面
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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